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山本　希 1・丹内　正樹 2・中井　裕 1
1 東北大学大学院農学研究科　環境システム生物学分野 , 2 東北大学大学院農学研究科附属複合生態フィールド教育研究センター
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ー ード ン ス ス
図 1　2008 年度堆積処理試験の様子
a：搬入時の残渣，b：開始時（4/25），



































































　2009年度の処理は，2009年 4月 15日から 2010年 3月
まで行った。原料は前年度同様，みやぎ生活協同組合店
舗で発生した残渣であった。2009 年 4月 15日から 2009













図 3　2008 年度堆積処理試験における温度変化 図 4　2008 年度撹拌処理試験における温度変化
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山本ほか :未利用バイオマスのリサイクルに関する研究−野菜・果物残渣のコンポスト化実証試験−
　2009年 5月 27日受け入れ分までの計 1,430	kg を牛ふ
んコンポストに加え，撹拌処理を行った。
・コンポスト②
　2009 年 6 月 6 日から 8 月 4 日受け入れ分までの計
13,190	kgを，牛ふんコンポスト約 116,100	kgと混合し，

























































































































中央畜産会 .（2000）第 1章堆肥化の基本 .	堆肥化施設
設計マニュアル .	pp.1-30.














Prakashama	 R.S.,	 T.	 Sathish,	 P.	 Brahmaiaha,	 C.S.	
















































































(SYT0004C)	( 以下 non-GM) を播種した。処理は無処理・
慣行除草剤散布・グリホサート散布の 3処理を施した。
播種設計は 1処理区 140cm × 5m　株間 20cm ×条間 70cm
遺伝子組換え植物見本園の作成と継続的モニタリング及び情報提供
山本　理恵・三枝　正彦
Making of Genetically Modified plants sample garden and continuous monitoring, and Information disclosure
R i e  Y a m a m o t o ,  M a s a h i k o  S a i g u s a
ー ード アン ー 生 平 培 C GGE
13




共に 10枚を超えた 10月 3日に散布した。雄ずいは花粉
飛散の恐れがあるため切り取る予定だったが出穂する前
に冬期に入り生育が停止したため，花粉の飛散は起こら
























養法 9)	・PCR-DGGE法 10)11) の 2種類で比較を行った。



















いた。1サンプルにつき乾土 0.2g から PowerSoil ™	DNA	
Isolation	Kit（MO	BIO社）を用いて DNA抽出を行った。
PCR の条件は，DNA 液からの PCR については nested-




表 1　PCR 及びコロニーダイレクト PCR で使用したプライマーと増幅条件
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山本ほか :遺伝子組換え植物見本園の作成と継続的モニタリング及び情報提供
PCRでは 341f-907r（Muyzer	et	al.,	1997）のプライマー






























































































































































× 104	（cfu/g 乾土），GM	土壌 9.4 × 104	（cfu/g 乾土），









土壌 1～ 10の PCR産物を流したものであり，右側のゲル




※ G1: GM no.1  ※ C1: コントロール（裸地土壌）No.1
図 4　希釈平板培養法と PCR-DGGE 法の比較













































2)	 Suzuki,	 M.,	 Morikawa,	 C.K	 .,	 Nakanishi,	 H.,	
Takahashi,	 M.,	 Saigusa,	 M.,	 Mori,S	 .,	 and	
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9)	扇元敬司「微生物学」3-177	生物研究社





and	 D.	 J.	 Lane.	 (1991)	 J.	 Bacteriol.	 173:697–	
703.
12)	内閣府　科学技術政策「遺伝子組換え技術に関す
る意識調査結果について」h t t p : / / w w w 8. c a o . g o . j p / c s t p /
s & t s o n o t a / g m o / i n d e x . h t m l
13)	寺脇拓（2003)，2001年度立命館大学学術研究助成（若
手奨励研究）研究成果報告書
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354.1kg，キタアカリ 53.3kg，インカのめざめ 31.3kg で
あった。
ゴボウおよびニンジンそれぞれ 10a，ナガイモ 7.2a，






















































平均搾乳頭数は 19.5 頭で 20年度より 1.7頭下回り，総









を高めた肥育法）が肥育期間 7.5 ヵ月，632kg，35.3 ヵ
月齢であった。枝肉格付けは黒毛和種で A5が 1頭，A4
が 1頭，A3 が 2頭，A2 が 5頭となった。日本短角種は













































































































































































































































































































































































































































































































































































研　　究　　課　　題 研　究　者　(代表 ) 概　　　　　　　　　　　　要




























































































































































































































































































































2 生 生産 学 ・応 学
応用動物科学系では，平成21年 6月（2泊 3日），9月






対象学科（学系）等 科　目　名 単　位　数 期　　間 受講者数
生物生産科学科
（植物生命科学系 生産フィールド実習 2　（必修） 	5月	7～		9日 	38名
　・資源環境経済学系） 	8月	3～		7日 	38名
農場実習Ａ 2　（必修） 	9月 24～ 28日 	38名
森林生態論実習 1　（選択） 	9月 16～ 18日 	18名
（応用動物科学系） 生産フィールド実習 2　（必修） 	6月	1～		3日 	27名
	9月	7～	11日 	27名
	2月 17～ 19日 	27名
家畜人工授精実習 1　（選択） 	2月 15～ 17日 	24名
応用生物化学科
（生物化学系） 農場実習B 2　（選択） 	8月 31日～ 9月 4日 	25名
（生命化学系） 農場実習 C 1　（選択） 		5月 14～ 16日 	31名
農学部 1年生 陸圏環境コミュニケーション 1　（必修） 		4月 18～ 19日 127名
	4月 19日 	42名
大学院農学研究科 複合生態フィールド科学専門実習 2　（選択） 	7月 14～ 18日	*1 		4 名























































4 応 生 学 ・生 学







として 1泊 2日（4月 18～ 19日）で農場施設見学を中
心に行なわれた。

















































































)水 ー ン論 1年生 象






平成21年 8月 17日～ 8月 21日（一回目）および，平
成 21年 8月 31日～ 9月 4日（二回目）の各 4泊 5日で，






)	 学 フィールド 学 学 期










実　　　　　　習 期　　　　　　間 実　人　数 延べ人数
　学部






　１年生臨海実習（一回目） 平成21年	8月 17日～平成 21年 8月 21日 31名 155名
　１年生臨海実習（二回目） 平成 21年 8月 31日～平成 21年	9月	4日 38名 190名
　２年生生産フィールド実習 平成 21年	8月	3日～平成 21年	8月	7日 26名 130名
　３年生生産フィールド実習 平成 21年	8月 24日～平成 21年	8月 28日 23名 115名




平成21年	9月	7日～平成 21年	9月 11日 30名 150名
　教員 　　　　　　　　　〃 3名 10名
　高校生
　宮城第一高等学校実習（SPP) 平成 21年	7月 10日～平成 21年	7月 11日 13名 26名
　教員 　　　　　　　　　〃 2名 4名
　福島県安積高等学校実習 平成 21年 10月 31日～平成 21年 11月	1日 17名 34名
　教員 　　　　　　　　　〃 1名 2名
45
3.開放講座等














































































ン ス 総合 学研究 ェ 開セ ー
学フィールドセンター開放講座
　 	 	 	 	

































































2 複合水 生産 ス

























平成21年 7月 10日～ 7月 11日（宮城第一高校 SPP実
習 15名）および平成 21年 10月 31日～平成 21年 11月



















開放講座「Farm	to	Table	to	Farm」 平成 21年	10月			3日 27名
海生センター公開セミナー 平成22年		3月		13日　 36名
2.センター共催行事
「セミナー東北の自然（春）」 平成21年		5月 24－ 25日 14名
「セミナー東北の自然（秋）」 平成21年 10月 25－ 26日 31名
アワビ育種研究会連絡会シンポジウム「日本ブランドのアワビを創るために」 平成22年 3月 14名 10名
52
5.平成 21年度の主な来訪者等
1 複合 生産 ス
団　体　等　名 来訪者数 来 訪 日 主な対応者等
大崎市立鳴子小学校4学年　総合学習1回目 18名 平成21年	4月30日 齋藤教授・遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子
ハート アート空間　ビーアイ 12名 平成21年	5月30日 遊佐文博
大崎市太陽保育園　体験学習1回目 31名 平成21年	6月23日 齋藤教授・遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子・加納研一
大崎市立鳴子小学校4学年　総合学習2回目 18名 平成21年	6月25日 齋藤教授・遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子・佐々木貴子
川渡小学校3学年PTA 47名 平成21年	6月30日 齋藤教授・遊佐文博・千葉純子
県内外農業高校教員講習会 24名 平成21年7月27‐31日 齋藤教授・伊藤准教授・田島助教授
大崎市立鳴子小学校1、2学年　生活科の学習 33名 平成21年	9月	2日 齋藤教授・遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子
首小学校5学年　総合学習 17名 平成21年	9月25日 遊佐文博・高橋由紀
大崎市立鳴子小学校4学年　総合学習３回目 18名 平成21年	9月29日 佐野事務長補佐・遊佐文博・千葉孝・千葉純子
池月小学校１・２学年　生活科の学習 17名 平成21年10月	1日 齋藤教授・遊佐文博・千葉純子




大崎市岩出山小学校3学年 50名 平成21年10月22日 遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子・加納研一
田中繁史・高橋佳代・高橋由紀
大崎市鳴子小学校３・４学年　体験学習　 36名 平成21年10月23日 陶山准教授・遊佐文博・千葉純子・高橋由紀
大崎市太陽保育園　体験学習２回目 32名 平成21年11月10日 齋藤教授・遊佐文博・千葉純子・高橋佳代
丹内正樹・高橋由紀
鳴子まちづくり（株） 13名 平成21年11月11日 中井教授・遊佐文博・千葉純子
JA岩手ふるさと水沢地域OB会研修 11名 平成21年12月	3日 遊佐文博・鈴木和美
大崎市立鳴子小学校4学年　総合学習４回目 18名 平成21年12月	9日 遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子・宍戸哲郎
後藤貴紀
大崎市立鳴子小学校4学年　総合学習５回目 18名 平成22年	2月	5日 齋藤教授・遊佐文博・佐々木友紀・千葉純子
高橋佳代・高橋由紀
みのりの会「せんだい農 校」　 26名 平成22年	2月24日 遊佐文博・丹内正樹・佐々木友紀






2 複合水 生産 ス
　　団	体	等	名 来訪者数 来　訪　日 　対応者等
NPO法人シナイモツゴ郷の会 16 名 平成 21年 	4月 25日 池田准教授
晃和工業株式会社 3 名 平成 21年 	5月 13日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 3 名 平成 21年 	5月 13日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 1 名 平成 21年 	5月 13日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 2 名 平成 21年 	6月 11日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 2 名 平成 21年 	7月	 3日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
津田海運株式会社 1 名 平成 21年 	7月	 3日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
女川町立第一小学校 35 名 平成 21年 	7月	 9日 木島教授
女川町立第四中学校 18 名 平成 21年 	7月 16日 菅野助教
漁港漁場漁村技術研究所 1 名 平成 21年 	7月 16日 菅野助教
女川町立第四中学校 18 名 平成 21年 	8月 22日 菅野助教
晃和工業株式会社 3 名 平成 21年 	8月 26日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
津田海運株式会社 1 名 平成 21年 	8月 26日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 3 名 平成 21年 	8月 26日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 3 名 平成 21年 	9月	 2日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 1 名 平成 21年 	9月	 2日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 1 名 平成 21年 	9月	 2日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
三井物産株式会社 2 名 平成 21年 	9月 15日 池田准教授
漁港漁場漁村技術研究所 2 名 平成 21年 	9月 25日 菅野助教
マリンパル女川 2 名 平成 21年 10月	 7日 菅野助教
晃和工業株式会社 2 名 平成 21年 10月 22日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 2 名 平成 21年 10月 22日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
宮城県水産振興課 12 名 平成 21年 10月 27日 池田准教授・鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 2 名 平成 21年 11月 26日 鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 2 名 平成 21年 11月 26日 鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 2 名 平成 21年 11月 26日 鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 3 名 平成 21年 12月 17日 鈴木善幸・平塚豊一
日本素材株式会社 2 名 平成 21年 12月 17日 鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 1 名 平成 21年 12月 17日 鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 1 名 平成 21年 12月 28日 木島教授
日本素材株式会社 3 名 平成 21年 	1月 13日 鈴木善幸・平塚豊一
晃和工業株式会社 2 名 平成 21年 	1月 14日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
宮城県産業振興機構 1 名 平成 22年 	1月 14日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 1 名 平成 21年 	1月 14日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
三井物産株式会社 7 名 平成 22年 	1月 23日 木島教授・池田准教授
オーテック株式会社 2 名 平成 22年 	1月 28日 鈴木善幸・平塚豊一
山西造船株式会社 2 名 平成 21年 	2月 10日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一
津田海運株式会社 1 名 平成 21年 	2月 10日 木島教授・鈴木善幸・平塚豊一





1 水 		(表 6 1









播種はポット苗を 3月 27日に，マット苗を 4月 6日，




29日から 8月 12日で，有機栽培では 8月 19日であった。
収穫作業は 9月 25日から始まり 10月 21日に終了した。




















5/15 8月 12日 10/15 455 22
減々栽培
1号 -③ 26.8 5/14 8/12 10/14 526 19
1 号 -④ 21.6 5/14 8/12 10/15 528 21
1 号 -⑤ 17.0 5/15 8/12 10/15 547 22
3 号 -① 43.9 5/13 8/11 10/5 492 46
3 号 -② 41.7 5/13 8/11 10/6 482 29
3 号 -③ 41.3 5/12 8/11 10/13 450 15
4 開 -② 22.7 5/12 8/11 10/6 436 11
4 開 -④ 25.3 5/12 8/9 10/13 474 10
4 開 -⑤ 31.4 5/12 8/11 10/5 535 19
4 号 -④ 34.2 5/8 8/9 10/2 465 15
4 号 -⑤ 31.3 5/8 8/9 10/1 470 16
4 号 -⑥ 23.1 5/8 8/7 10/1 442 14
4 号 -⑩ 16.2 5/8 8/7 10/14 519 19
小計 402.9 487 20
4開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/27 8/19 10/21 333 21
有機栽培
4開 -③ 13.2 5/28 8/19 10/21 432 27
4 号 -① 10.4 5/27 8/19 10/19 346 23
4 号 -② 11.1 5/27 8/19 10/19 351 23
4 号 -③ 12.7 5/27 8/19 10/19 331 20
小計 60.9 359 23
4開 -③ 7.7
ひとめぼれ
5/28 8/16 10/16 506 22
慣行栽培
4号 -① 10.4 5/27 8/16 10/16 519 21
4 号 -② 11.0 5/27 8/16 10/16 573 24
4 号 -③ 9.6 5/27 8/16 10/16 531 22
4 号−⑨ 18.9 5/11 8/9 10/14 524 13
小計 57.6 531 20
4号 -⑦ 23.1
蔵の華
5/11 8/5 9/24 545 46
酒米、減々栽培
4号 -⑧ 20.7 5/11 8/5 9/24 551 47
小計 43.8 548 47
4開 -⑥ 26.9 ゆきむすび 5/7 7/29 9/25 491 30 減々栽培





















354.1kg、キタアカリ 53.3kg、インカのめざめ 31.3kg で
あった。
「ジャガイモの喫食によるソラニン類食中毒について





























ライ麦は展示圃場として、平成20年 10月 31日に 3号
圃場 (2.5a) に品種「春香」と比較対象に「大麦改良ラ






ウメの開花は 4 月 10 日（咲き始め）頃、満開は 4 月
21 日頃であり、平年並みであった。





ブルーベリーの開花は、早い品種で 4 月 30 日頃、そ











4 月、平成 17 年度植え付け圃場の除草作業後、４月
15 日に MMB リン加安（野菜化成）14 を 107g（N ＝ 15g）
／株の割合で追肥を行った。その後、段階的に咲く花
は株の育成のために随時切り取った。
6 月下旬に 90kg の収穫を行い、ジャムを生産した。
10 月には圃場の一部に藁マルチを行った。
表 6－2  平成 21 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作					目
平成 21年度収量 平年収量
(kg/10a) 指		数 (%) (kg/10a)
水　　　　　　　稲 482	 99	 486	
ア		　　ズ		　　キ － － －
バ　レ　イ　ショ 1,744	 121	 1,447	
ゴ		　　ボ　　		ウ 0	 0	 760	
ニ 　 ン 　 ジ 　 ン 2,472	 262	 945	
ナ 　 ガ 　 イ 　 モ 2,472	 115	 2,153	
種 子 用 ナ ガ イ モ 680	 61	 1,108	
ツ　ク　ネ　イ　モ 978	 117	 833	
ブ　ル　ー　ベ　リー 231	 168	 137	
ラ　　　イ　　　麦 － － －






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一番草刈り取りは，5月 26 日～ 6月 25 日（31 日間）
に行った。採草地の平均収量は乾物で 402	kg/10	a 生
草換算で平均 2.01/10	a，合計で 753.0 となり平年値の
88.0％であった。放牧採草兼用地の収量は 14号 -2，17
号および 21号 -2	(7.41	ha)	から生草換算で 1.1/10	a，
合計で 82.8 ｔとなり，採草地とあわせた総収量は乾物
で 167.2ｔ，生草換算で 835.8ｔであり平年値の 84.0	%
となった。一番草はすべてロールサイレージ調製を行っ
た。刈り取り後の追肥は，7月 6～ 7日に行った。
二番草刈り取りは，8月 14日～ 9月 10日の 28日間に
行った。採草地の平均収量は乾物で 270kg/10	a，生草
換算では平均 1.35	t/10	a，合計で 507	t となり平年の
103.5％であった。二番草刈り取り後の追肥は，9月 25
日に行った。
三番草刈り取りは，10 月 28 日～ 12 月 2 日の 36 日









2号の２ 100 スノーデント１２５V 5月 8日 9月 18日 37,400 3,740
3号 120 スノーデント１２５V 5月 7日 9月 18日 44000 3,667
8号 130 スノーデント１１８ 5月 7日 9月 17日 39,600 3,046
9号 137 スノーデント１１８ 5月 7日 ９月１７.１８日 46,200 3,372
21号の１ 160 スノーデント１２５V 5月 8日 9月 30日 55,000 3,438
合計 647 222,200 3,453
表 6－5　採草地・放牧地および更新地の施肥基準
　　施	肥	量	（kg/10	a）
区　　分 草地化成 複合尿素 尿　素 重過石 熔　燐 タンカル 堆肥 成		分














早　　春 20 2.6 5.2	 2.0	 4.0	
一番刈後 10 4.1 3.9	 1.0	 2.0	
二番刈後 15 3.0	 1.5	 3.0	
三番刈後 5 10 1.0	 2.5	 1.0	




早　　春 20 4.0	 2.0	 2.0	 1.0	
追　　肥 2) 45 9.0	 4.5	 4.5	 2.3	
合　　計 65 13.0	 6.5	 6.5	 3.3	
更新地 30 30 50 100 2,000 5.1	 26.5	 5.1	
北山放牧地 40 4.7 10.2	 4.0	 4.0	 2.0	
（内施肥面積 )
1）表にあげた施肥基準は生草換算収量 3ｔとし，採草地には表 5-7 に示





を除く 35	ha から生草換算では平均 0.55	t/10a､ 合計




サイレージとした。三番草刈り取り後の 12月 8～ 10日
に採草地圃場に牛糞コンポストを400	kg/10	a散布した。




は約 643 ｈａから成る。平成 21年度各牧区における放
牧期間・品種および頭数は，大尺：5月 26日～ 10月 19
日まで日本短角種 13頭，六角：5月 8日～ 11月 5日ま
で黒毛和種 51頭～ 80頭，日本短角種 40頭～ 65頭，桂
清水・田代・碁盤沢牧区：5月 26日～ 10月 20日まで黒






梨の木平及び桂清水牧区に対して 5月 19日に LP100 を








ント 118　8号 :130a　9号 :137	a　を用い，5月 7日か







18 日に，第一牛舎前のバンカーサイロが 10月 30 日～
10月 1日に終了した。
デントコーンの総収量は 222t で 10a 当りの収量は
3,453kgとなった。
クワの管理について
2008 年 3 月に，宮城県農業・園芸研究所から譲り受
けたクワの木 22 品種（100 株）を，川渡フィールドセ




4 月 16 日に散布した。7 月 21 日に乳牛への給与試験の
ためのクワの葉（品種：かんまさり）を 3kg 採取し，7
月 22 日に乳牛への給与試験を行った。8 月 11 日には，
6月に使用予定だった桑品種の枝を根元から剪定し，当
該株下に肥料：クワ特 2 号（10 － 4 － 4）を 40kg 散布
した。乳牛の給与試験（2 回目）のため，10 月 5 日に





桑園圃場に牛が入らないようにするため，10 月 26 日
に電牧柵を設置した。11 月 18 日には枝の高さ約 1m の
位置から剪定し，その後胴枯病予防のため，11 月 24 日

















3.0 13.1	 7.0	 10.0	
4.0 18.1	 9.5	 15.0	
5.0 23.1	 12.0	 20.0	
6.0 28.1	 14.5	 25.0	
1) 生草換算重量は乾物を生草の20％として算出した .
58



























6号 66 410 - 61 - - - - - 2,640 4.0	 4.1	 820
7号の 1 115 714 - 106 - - - - - 4,600 4.0	 5.4	 1,080
7号の 2 100 621 0 92 - - - - - 4,000 4.0	 4.0	 800
9号の 1 179 1,418 - 211 - - - - - 7,160 5.0	 5.2	 1,040
10号の 1 300 2,133 - 318 - - - - - 0 4.0	 4.7	 940
10号の 2 300 1,863 - 277 - - - - - 0 4.0	 4.0	 800
11号 150 1,764 - 263 - - - - - 0 5.5	 4.7	 940
12号の 1 103 640 - 95 - - - - - 0 4.0	 2.6	 520
13号の 1 320 1,987 - 296 - - - - - 12,800 4.0	 3.4	 680
13号の 2 216 1,346 - 200 - - - - - 8,640 4.0	 5.3	 1,060
13号の 3 200 1,764 - 263 - - - - - 8,000 5.5	 4.0	 800
15号 200 1,242 - 185 - - - - - 8,000 4.0	 3.0	 600
16号 87 540 - 80 - - - - - 0 4.0	 3.1	 620
18号の 1 328 2,037 - 303 - - - - - 13,120 4.0	 4.1	 820
18号の 2 434 2,695 - 401 - - - - - 0 4.0	 2.9	 580
20号の 1・2・造 390 2,867 - 427 - - - - - 13,000 5.0	 3.9	 780
20号の 3 200 1,242 - 185 - - - - - 0 4.0	 2.1	 420
22号 65 293 - 44 - - - - - 2,600 3.0	 3.8	 760








2号の 1 190 - 740 - - - - - - - 1.5 0 0
3号 52 - 200 - - - - - - - 2.5 0 0
5号の 2 300 - 1,180 - - - - - - - 1.5 0 0
14号の 1 150 - 580 - - - - - - - 4.0 0 0
14号の 2 340 - 1,340 - - - - - - - 4.0 1 200
17号 101 - 940 - - - - - - - 2.5 0.7 140
21号の 2 300 - 1,180 - - - - - - - 4.5 1.4 280
24号 90 - 360 - - - - - - - 2.5 0 0
A棟前 70 - 160 - - - - - - - 2.5 0 0




8号 145 - - - - - 435 580 2,175 29,000 - - -
9号の２ 137 - - - - - 537 548 2,055 35,800 - - -
19号 100 - - - - - 300 - - -
小計 382 - - - - - 1,272 1,128 4,230 64,800 - - -







大尺 300 - - - - - - - - - - - -
六角 1区 1,125 - - - 530 260 - - - - - - -
六角 2区 1,075 - - - 500 260 - - - - - - -
六角 3区 2,000 - - - 940 460 - - - - - - -
六角 4区 1,875 - - - 880 440 - - - - - - -
桂清水 2,100 - - - 980 480 - - - - - - -
IBP裏 500 - - - 230 120 - - - - - - -
梨の木平 1,554 - - - 140 80 - - - - - - -
小　　　計
(内施肥面積）
10,529 - - - 4,200 2,100 - - - - - - -
(3,000)
合　　　計 15,875 28,086 10,680 3,763 4,200 2,100 1,272 1,128 4,230 149,360 - - -








表 6－8　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量(kg/10a)




6号 66 16.7	 6.2	 12.4	
7号の 1 115 16.7	 6.2	 12.4	
7号の 2 100 16.7	 6.2	 12.4	
9号の 1 179 21.3	 7.9	 15.8	
10号の 1 300 19.1	 7.1	 14.2	
10号の 2 300 16.7	 6.2	 12.4	
11号 150 31.6	 11.8	 23.5	
12号の 1 103 16.7	 6.2	 12.4	
13号の 1 320 16.7	 6.2	 12.4	
13号の 2 216 16.7	 6.2	 12.5	
13号の 3 200 23.7	 8.8	 17.6	
15号 200 16.7	 6.2	 12.4	
16号 87 16.6	 6.2	 12.4	
18号の 1 328 16.7	 6.2	 12.4	
18号の 2 434 16.7	 6.2	 12.4	
20号の 1・2・造 390 19.7	 7.4	 14.7	
20号の 3 200 16.7	 6.2	 12.4	
22号 65 12.1	 4.5	 9.0	








2号の 1 190 7.8	 3.9	 3.9	
3号 52 7.7	 3.8	 3.8	
5号の 2 300 7.9	 3.9	 3.9	
14号の 1 150 7.7	 3.9	 3.9	
14号の 2 340 7.9	 3.9	 3.9	
17号 101 18.6	 9.3	 9.3	
19号 93
21号の 2 300 7.9	 3.9	 3.9	
24号 90 8.0	 4.0	 4.0	
A棟前 70 4.6	 2.3	 2.3	








六角 1区 1,125 2.1	 0.5	 0.5	
六角 2区 1,075 2.1	 0.5	 0.5	
六角 3区 2,000 2.1	 0.5	 0.5	
六角 4区 1,875 2.1	 0.5	 0.5	
桂清水 2,100 2.1	 0.5	 0.5	
IBP裏 500 2.1	 0.5	 0.5	












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら全日放牧を始め ,11月 2日まで 176日間放牧した。毛
刈りは，前年度の 3月 27日から 4月７日までの６日間
に 43頭行った。
2 畜頭 の 表 7 1
ホルスタイン種は，年度始め経産牛 18頭，若牛 8頭，










頭および 67頭の合計 173 頭であった。それが年度末に
は子牛および老廃牛の売払い等にならびに事故等により






産 成績 表 7 2
平均産次数は 2.4産で前年より 0.5産低下した。平均
搾乳頭数は 19.5 頭で前年より 1.7 頭下回り，総産乳量
は 98,743kgと前年より 10,131kg減った。
成績 表 7 3
平成 21年１月から平成 22年 3月までの期間に在籍個
体のうち 21頭分娩した。それらの分娩から初回授精ま
での日数 93± 39（SD	）日は，前年に比べて 28日遅く，
受胎までの日数 146 ± 67（SD）日は前年より 64日遅か
った。尚，授精回数 1.5 ± 0.8（SD	）回は，前年より
0.1回増加した。
4 肉 種
成績 表 7 4 1 表 7 4 2
表 7－ 4－ 1は，平成 20年 1月から 12月までの間に
繁殖に供用した牛の成績である。まき牛による受精は黒
毛和種 31頭に 8月 25 日から 10月 6日まで種雄牛を入























. 育成績 表 7 5
表 7-5 は，平成 21年度に出荷した 23頭（黒毛和種 9
頭，日本短角種 14頭）についての成績を示した。黒毛








A2が 5頭となった。日本短角種は A2が 7頭，B2が 3頭，










育成羊 3頭，仔羊 7頭の計 13頭が斃死した。また，管
理換えは，若羊10頭，育成羊 8頭の計 18頭。売払いは，
経産羊 2頭，若羊 2頭の計 4頭であった。























































育 成 雄 牛 19 1 4 16 14 12
仔 雄 牛 1 17 1 14 3
)03(6411271)12(24計小
合 計 106（23） 32 2 39 97(30)
（　）内は肥育頭数
65
経 産 牛 … 分娩した牛
若 牛 … 雌は１８ヶ月以上分娩まで。雄は18ヶ月以上。
育 成 牛 … ６ヶ月以上18ヶ月未満。
仔 牛 … 出生より6ヶ月未満。
経 産 羊 … 分娩した羊
若 羊 … 雌は８ヶ月以上分娩まで。雄は8ヶ月以上。
育 成 羊 … 4ヶ月以上8ヶ月未満。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































1) 材生産 表 8 1
21 年度の素材生産の収入計画は，針葉樹 200㎥の 120
万円，広葉樹はシイタケ原木 35㎥であった。
生産実績は，素材材積で針葉樹 198.559 ㎥，シイタケ
原木 36㎥で 105万円と収入計画より 15万円下回った。
2) ・ 育 表 8 2
21 年度の計画は除伐 15ha で，実績は除伐 9.10ha スギ
林で捨て切り間伐とした。また下刈り0.35haを行なった。
　
3) の 生産 表 8 3
きのこの総収入額は 256.8 万円で当初の予定収入
226.5 万円より 30.3万円上回った。きのこ生産のうち生
シイタケ 121.75kg で 14.6 万円，乾燥シイタケ 375.3kg
で 242.2万円となった。
シイタケの種菌には低温菌の森908を 23.7㎥分，中低
















生シイタケ 100.0 121.75 	14.6




























水　　　　　稲 5.91	 214 36.2	
小　　　　　豆 0.00	 0 0.0	
ラ　　イ　　麦 0.03	 23 287.5	
バ　レ　イ　ショ 0.38	 54.5 73.7	
人　参・牛　蒡 0.20	 28:00 143.7	
ナ　ガ　イ　モ 0.10	 8 80.0	
果　　　　　樹 5.36	 8 1.5	
デントコーン 6.32	 152 24.5	
牧　草（採草） 37.53	 640 17.1	












消費量 ( ℓ /h）平成２1年度 累　　計
トラクタ クボタ L1-R33ターボ S　61.03 8 23 2,990 237.7	 4,316.7	 762	 3.2	
ヰセキ T7000 S　58.03 8 26 3,480 137.6	 6,992.1	 509	 3.7	
MF165-3 S　51.03 8 33 3,231 66.2	 7,690.6	 198	 3.0	
MF194-4　　　　　　　　
　　
S　56.03 8 28 5,264 82.3	 　3951) 217	 2.6	
MF265 S　59.03 8 25 4,590 42.7	 5,010.5	 130	 3.0	
MF290 S　57.03 8 27 5,070 127.5	 6,801.1	 388	 3.0	
MF3095 H　03.03 8 18 7,766 113.2	 4,658.2	 418	 3.7	
　 JD6100 H　07.03 8 14 5,735 266.7	 5,238.7	 1,717	 6.4	
JD6400 H　09.03 8 12 6,973 184.0	 3,674.1	 1,171	 6.4	
ブルドーザ CAT-D4H S　61.03 5 23 11,300 18.0	 2,921.4	 60	 3.3	
油圧ショベル CAT-E70B H　03.03 5 18 4,893 125.7	 765.72) 490	 3.9	
ホイルローダ CAT-WS210Ⅱ H　09.03 5 12 3,605 402.5	 5,921.4	 780	 1.9	
　 TCM-LL4-2 H　18.03 5 4 3,299 555.3	 1,473.6	 1,100	 2.0	
TCM-Ｌ 13-2( ﾛｰﾙｸﾞﾗﾌﾞ付 ) H　16.03 5 6 7,770 462.2	 3,529.2	 2,472	 5.3	
フォークリフト トヨタ　FDT-25 H　04.03 5 17 3,626 219.7	 6,388.4	 270	 1.2	
スキットステアローダ トヨタ	3SDK4 H　06.03 5 15 1,483 45.1	 364.9	 27	 0.6	
潅木刈払い機 RB-1500 H　12.12 8 9 10,815 12.1	 370.2	 141	 11.7	
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H　08.09 5 13 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗、側条 LPR-6 S　63.03 5 21 1,470 - - - -
三菱ＭＦＰ６０５ＶＧ H　08.03 5 13 1,457 - - - -
クボタＮＳＵ６７‐ＩＴ５ＦＲ H　22.03 5 2,415 - - - -
乗用ロータリーモア カールⅡ NRMI3JH H　11.05 8 10 560 - - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H　14.03 4 8 720 - - - -











（km/ ℓ）（千円） 平成21年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・ＶＵＡ－ＴＮＣ24型 H　15.03 1,905 6,205	 59,426	 843	 7.4	
日産エクストレイル・UA-NT30 H　16.09 1,725 9,938	 55,065	 983	 10.1	
トヨタクレスタ・GF-GX H　13.03 2,338 12,123	 111,008	 1,106	 11.0	
三菱パジェロ・E-V45NGYUC型 H　09.10 2,649 6,530	 100,638	 1,347	 4.8	
三菱デリカスペースギア・GF-PD6Ｗ・NSEGEI H　11.01 2,961 7,753	 92,440	 1,129	 6.9	
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H　16.09 1,947 7,494	 39,518	 829	 9.0	
　　　	　（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H　17.09 1,920 4,243	 20,021	 597	 7.1	
日産コンドル・U-MK210FN H　05.11 6,199 5,318	 79,066	 830	 6.4	
日産コンドルダンプ・KK-MK26A(改 ) H　15.03 5,670 1,726	 17,840	 486	 3.6	
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S　60.12 6,910 455	 51,243	 275	 1.7	
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H　13.03 3,605 5,281	 57,349	 782	 6.8	
軽自動車ダイハツハイゼット４ＷＤ６６０ H　20.07 804 8,604	 14,284	 744	 11.6	
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H　14.06 169 - - - -
ホンダ・C50プレスカブ 198 H　07.10 155 - - - -
注．車両の耐用年数は，財政小六法｢減価償却資産の耐用年数に関する省令（抄）｣最終改平一〇・三・三一大蔵令五による。
表 9－4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格・型　式 購入年月 耐用年数(年） 経過年数 (年） 取得価格（千円）
トレーラ　	① MF21 S 45.08 8 38 390
〃　　　　　② MF21 S 49.06 8 34 500
〃　　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 8 20 600
〃　　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 8 17 811
〃　　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 8 9 811
〃　　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 8 15 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18×２ S 57.10 5 26 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C	16-18-20× 2 H 13.03 5 7 797
ロータリーハロー① コバシ KA201 S 55.03 5 28 680
〃　　　　　② クボタ RM1703 S 61.03 5 22 600
〃　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 20 650
〃　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 17 649
ディスクハロー　① MTH2400スター式 H 02.03 5 18 632
ディスクハロー　② MTH2400スター式 H 13.03 5 8 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 27 458
ドライブハロー クボタ HA-2400B S 61.03 5 22 390
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 16 1,030
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 43 120
マニュアスプレッダ① デリカ DF3000 S 60.03 5 23 1,145
〃　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 5 3 775
ブロードキャスタ① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 21 315
〃　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 20 270
〃　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 19 270
〃　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 18 268
〃　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 18 268
ライムソワ① スター MSL-3030 H 04.08 5 16 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 16 281
カーペットダスタ 丸山 CDM‐2A H 11.03 5 9 1,499
グレンドリル MF34 S 58.03 5 25 650
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 26 680
プランタ コビントン TP46　4条 S 62.03 5 21 750
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 18 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 30 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 19 620
均平ローラ スター式 S 42.02 8 41 180
K型ローラ KP-822 S 45.09 8 38 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 8 26 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 25 1,092
74
作　業　機　機　名 規　格・型　式 購入年月 耐用年数(年） 経過年数 (年） 取得価格（千円）
ブームスプレーヤ ハツタKH-450-E型 6Y H 01.07 5 19 1,356
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 18 483
フレールチョッパ インター NO8 S 48.08 8 35 995
コーンハーベスタ フェラボリー 2条ロークロップ S 60.03 5 23 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 5 18 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 5 26 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 5 5 2,394
ロータリーカッタ① MF65-7 S 42.03 5 41 320
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 5 17 778




H 21.09 5 1 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 5 33 2,650
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 5 33 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 4 31 490




S 62.02 5 21 945




H 04.02 5 16 460
圧送ポンプ ROTA85T型 H 04.03 5 16 1,246
トレンチャー ササキ TH-771 H 04.03 5 16 989
ロータリーマルチ コバシ平高畦 H 04.03 5 16 156
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 5 9 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 5 11 1,729





	 表 10－1 不動産等（建物）の異動状況
年度 名　　　　　称 増 減 年度末現在（㎡） 台帳価格 竣工年月




































































種目 平成20年度 平成 21年度
件　数 金額 件　数 金額
円 円
基盤研究（A） 1 21,400,000 1 7,000,000
基盤研究（B） 4 24,800,000 3 13,100,000
基盤研究（C） 0 0
若手研究（B） 1 2,300,000 1 1,500,000
若手研究 (スタートアップ） 0 0
奨励研究 2 1,160,000 2 580,000
合計 8 49,660,000 8 22,180,000
　表 10－5 主な設備備品の整備状況
整理番号 購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
20.		4.	22 大学運営費 空冷ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾎﾟﾝﾌﾟ	PDA800SV-E












21.		7.		3 預り補助金等 W.E.T ｾﾝｻｰ
21.		7.	27 預り補助金等 低温恒温	120L




22.		3.	30 大学運営費 全有機体炭素計	島津 TOC-V	csh	ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ
22.		3.	31 共同研究費 ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄ稼働ﾛｷﾞﾝｸﾞ装置
契約金額が 50 万円以上の固定資産物品を計上しています。











































































播種…2009 年 4 月 16 日　移植…5月 28 日

































































































































































区内の人工草地で行った。2008 年 9 月にワラビの優占
場所に除草剤を散布した。2009年6月29日～7月1日に，
肉用牛 111 頭を 4.0	ha に強放牧し，現植生を破壊させ，





は 10.0 × 12.4	 cm である。　調査：①移植 1 ヵ月後に
糞上，直接を行った各 100 苗を対象に，緑色部の割合，
はがれの有無，広がりの有無を記録した。②山部と谷
部において 7 月 31 日に新たに移植した苗を対象にデー
タロガーにより苗下の温度・湿度を記録した。③強放
牧の前（6 月 24 日）にハンマーナイフモアにより処理
区を作成した。ヒメスイバ（Ra），ハルガヤ（Ao），ワ
ラビ（Pt）が優占した場所にそれぞれ刈り払い有区（GC）
と無区（GN）を各 4反復（計 24 地点）。移植直後，約 1
ヵ月および 3ヵ月後の植生（被度）を記録した。
　果
移植作業は 15 名の協力により順調に進み，約 3 時間
で計 2,430 枚（935 枚 /ha，糞上と直接の合計）の移植
を行った。
移植 1ヵ月後の定着は，活着良好苗の割合（緑植部
















































































































































































3.2009年 平成 21年 の気象概況
　
1 の 気と の
1 月：川渡の観測値は，月平均気温は，-0.1℃（平年
値 -1.0℃），月合計降水量は 135.0 ㎜（平年値 86.9 ㎜），
降水日数は 17日（平均値 16.3日），日照時間 94.1時間（平
年値 97.2 時間），最深積雪 49.0 ㎝（平年値 37.0 ㎝）で
あった。
2月：川渡の観測値は，月平均気温は，-1.0℃（平年
値 -0.6℃），月合計降水量は 103.5 ㎜（平年値 91.0 ㎜），
降水日数は 14日（平均値 14.3日），日照時間 117.5時間
（平年値 110.5時間），最深積雪 24.0㎝（平年値 46.0㎝）
であった。
3月：川渡の観測値は，月平均気温は，1.1℃（平年値
-1.0℃），月合計降水量は 94.0 ㎜（平年値 90.9 ㎜），降
水日数は 14日（平均値 13.7日），日照時間 144.6時間（平








値 13.6℃），月合計降水量は 67.5 ㎜（平年値 126.1 ㎜），
降水日数は 8日（平均値 11.5日），日照時間 176.5時間（平
年値 162.7時間）。
6月：川渡の観測値は，月平均気温は，18.1℃（平年
値 17.3℃），月合計降水量は 155.0㎜（平年値 169.3㎜），
降水日数は 14日（平均値 12.6日），日照時間 138.8時間
（平年値 100.9時間）。
7月：川渡の観測値は，月平均気温は，21.3℃（平年
値 20.8℃），月合計降水量は 271.5㎜（平年値 202.2㎜），
降水日数は 20日（平均値 15.2日），日照時間 91.0時間（平
年値 80.6時間）。
8月：川渡の観測値は，月平均気温は，21.4℃（平年
値 22.5℃），月合計降水量は 123.5㎜（平年値 237.8㎜），
降水日数は 14日（平均値 12.9日），日照時間 82.4時間（平
年値 107.1時間）。
9月：川渡の観測値は，月平均気温は，17.3℃（平年
値 18.4℃），月合計降水量は 37.5 ㎜（平年値 202.5 ㎜），
降水日数は 8日（平均値 13.8日），日照時間 143.4時間（平
年値 134.8時間）。
10月：川渡の観測値は，月平均気温は，12.7℃（平年
値 12.3℃），月合計降水量は 213.0㎜（平年値 124.2㎜），
降水日数は 8日（平均値 12.6日），日照時間 106.8時間（平
年値 96.5時間）。
11月：川渡の観測値は，月平均気温は，7.5℃（平年





値 1.9℃），月合計降水量は 123.0 ㎜（平年値 89.3 ㎜），
降水日数は 18日（平均値 16.0日），日照時間 76.2時間（平















上　旬 4.4 4.9 3.6 15.3 23.7 22.3 25.5 26.1 23.7 20.3 15.8 9.6
中　旬 2.7 2.4 6.2 16.6 19.5 21.1 27.1 27.3 23.0 19.8 10.6 4.3
下　旬 4.9 1.7 7.4 14.3 20.8 26.4 25.3 24.8 21.9 17.2 11.9 4.3





上　旬 -3.4	 -3.2	 -4.2	 2.0	 9.2	 12.4	 17.2	 19.9	 15.0	 10.0	 5.7	 -0.9	
中　旬 -5.0	 -5.9	 -3.8	 6.3	 8.1	 13.6	 17.9	 18.9	 11.1	 5.8	 3.4	 -2.3	
下　旬 -3.4	 -7.1	 -2.4	 4.3	 11.5	 15.2	 19.2	 15.6	 11.4	 5.9	 0.6	 -3.1	





上　旬 0.3	 0.6	 -0.2	 8.9	 16.0	 16.8	 20.6	 22.2	 18.8	 14.8	 9.9	 4.1	
中　旬 -1.2	 -1.5	 1.5	 10.8	 13.6	 16.7	 21.9	 22.2	 16.6	 12.0	 7.1	 0.8	
下　旬 0.5	 -2.0	 2.0	 9.1	 15.7	 20.9	 21.5	 19.8	 16.5	 11.3	 5.5	 0.6	












上　旬 3.2 2.2 4.6 11.4 17.6 21.5 22.8 27.1 24.4 19.3 13.5 7.2
中　旬 2.1 2.9 6.5 12.9 18.4 21.7 24.0 27.0 22.5 17.5 10.9 4.8
下　旬 1.5 3.3 8.1 16.2 20.6 21.4 26.7 26.1 20.7 15.2 8.8 4.6





上　旬 -3.2 -4.5 -2.9 1.1 6.5 12.1 16.0 19.3 17.0 9.9 3.8 -0.3
中　旬 -4.3 -3.9 -1.7 2.5 8.3 13.5 17.1 19.5 14.9 8.0 2.2 -1.8
下　旬 -4.8 -3.6 -0.8 4.9 9.8 14.7 19.2 18.7 12.3 5.4 0.7 -2.1





上　旬 -0.1 -1.1 0.8 6.3 12.1 16.7 19.3 22.8 20.5 14.4 8.5 3.3
中　旬 -1.1 -0.5 2.1 7.7 13.4 17.4 20.3 22.9 18.5 12.7 6.5 1.4
下　旬 -1.6 -0.2 3.5 10.6 15.1 17.9 22.6 22.1 16.3 10.1 4.6 1.2
平　均 -1.0 -0.6 2.2 8.2 13.6 17.3 20.8 22.5 18.4 12.3 6.6 1.9 10.2
気　　　　温　(℃）　（極値）







上　旬 5.8	 8.4	 12.9	 23.4	 26.8	 27.1	 30.1	 30.8	 27.0	 23.3	 19.5	 12.8	
中　旬 6.3	 11.0	 21.0	 22.7	 26.6	 24.5	 31.5	 29.4	 25.8	 22.2	 15.9	 13.1	
下　旬 10.2	 8.6	 10.1	 21.5	 27.6	 32.2	 30.4	 29.1	 27.0	 21.9	 17.3	 8.3	
月極値 10.2	 8.6	 12.9	 23.4	 27.6	 32.2	 31.5	 30.8	 27.0	 23.3	 19.5	 13.1	
最
低
上　旬 -6.8	 -5.4	 -5.3	 -2.9	 3.5	 7.8	 14.3	 18.1	 10.5	 5.6	 0.8	 -3.4	
中　旬 -8.2	 -7.5	 -5.9	 3.7	 2.7	 10.6	 14.0	 16.4	 8.3	 3.3	 -2.8	 -7.1	
下　旬 -8.2	 -8.3	 -4.6	 -1.1	 6.8	 12.8	 17.0	 12.2	 7.7	 1.6	 -2.5	 -5.7	
月極値 -8.2	 -8.3	 -5.9	 -2.9	 2.7	 7.8	 14.0	 12.2	 7.7	 1.6	 -2.8	 -7.1	
降　　水　　量　（mm）





上　旬 31.0	 10.5	 27.5	 2.0	 0.0	 66.5	 80.0	 50.5	 15.0	 141.0	 7.5	 42.5	
中　旬 46.5	 70.0	 49.5	 28.5	 34.5	 33.0	 94.0	 4.0	 13.0	 8.0	 101.0	 55.5	
下　旬 57.5	 23.0	 17.0	 131.0	 33.0	 55.5	 97.5	 69.0	 9.5	 64.0	 15.5	 25.0	




上　旬 32.1 32.1 27.3 35.6 41.2 38.9 65.3 59.3 59.8 39.1 38.9 27.5
中　旬 25.8 32.1 26.6 50.2 43.9 60.8 81.4 71.0 78.9 43.7 37.3 35.1
下　旬 29.9 26.8 38.1 46.5 41.0 69.6 55.5 107.5 66.5 41.4 29.3 27.1
月別計 86.9 91.0 90.9 132.3 126.1 169.3 202.2 237.8 202.5 124.2 105.9 89.3 1,659.9
日　照　時　間　（hr）





上　旬 24.8 55.9 40.9 81.9 68.0 38.2 31.0 15.5 32.1 29.5 38.4 38.0
中　旬 33.6 35.0 34.0 46.6 63.7 31.3 43.8 32.1 54.0 63.0 20.2 15.7
下　旬 35.7 26.6 69.7 58.9 44.8 69.3 16.2 34.8 20.7 50.9 42.4 22.5




上　旬 28.3 38.3 44.1 54.3 51.3 40.1 25.8 33.7 31.1 44.6 44.8 30.3
中　旬 33.5 40.0 50.6 55.4 49.3 36.5 22.4 32.7 29.7 37.9 34.7 24.9
下　旬 35.2 32.2 52.2 58.4 62.1 24.3 32.4 40.7 35.8 52.9 34.1 36.0
月別計 97.2 110.5 146.6 164 162.7 100.9 80.6 107.1 96.5 134.8 113.6 91.8 1,396.3
降　水　日　数　(1.0mm以上の降水日数）
年／月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計
平成 21年 17.0	 14.0	 14.0	 9.0	 8.0	 14.0	 20.0	 14.0	 8.0	 8.0	 13.0	 18.0	 157.0	
平年値 16.3 14.3 13.7 12.5 11.5 12.6 15.2 12.9 13.8 12.6 13.0 16.0 165.3
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4 職員等一覧表 平成 21年度 職・ 者
1 職員
ア 複合生態フィールド教育研究センター
	 センター長	 教　　授（併） 中井　　裕
	 副センター長	 　	〃				（〃） 齋藤　雅典
	 　　〃　　	 　	〃				（〃） 齋藤　元也
　　複合陸域生産システム部
	 	 教　　　　授	 齋藤　雅典
	 	 教　　授（兼） 佐藤　衆介
　															　	〃				（〃） 中井　　裕
　	 　	〃				（〃） 清和　研二
	 	 准      教      授 伊藤　豊彰
	 	 准	教	授	（兼）	 小倉振一郎
　   　	〃				（〃）	 多田　千佳
　   　	〃				（〃）	 陶山　佳久
　   　	〃				（〃）	 二宮　　茂
	 	 助　　　		教 田島　亮介
	 	 助　	教　（兼）	 吉原　　佑
	 	 　	〃				（〃）	 福田　康弘
	 	 	 （21.10.1 採用 )
	 	 助　	手  （〃）	 小原　　愛
	 	 技術一般職員	 宇野　　亨
　　           〃 田中　繁史
	 	 技術専門職員	 佐々木貴子
　　            〃 佐々木友紀	
	 	 教育研究支援者 浅野　亮樹
	 	 	 （21.12.31 辞職 )
　　	 					〃	 浅木　直美
	 	 	 （21.9.30 辞職）
　　	 					〃	 市橋　　修
　	 研究支援者	 赤坂　千晶
　 　　	 					〃	 親川千紗子
　 　	 					〃	 冨松　　元
　  産学官連携研究員	 阿部  晴恵
   技術補佐員	 佐々木和子
	 　複合水域生産システム部
	 	 教　　　　授 木島　明博
	 	 准 教 授 池田　　実
	 	 助　　　　教 菅野　愛美
	 	 技術一般職員 鈴木　善幸
	 	 技能職員（機関員） 平塚　豊一
	 	 再雇用職員	 細田　孝春
	 	 臨時用務員（作業員） 阿部　勝夫




	 	 	 教　　　授（兼） 齋藤　元也
	 	 	 准　教　授（〃）	 米澤　千夏






	 	 科　　　長（兼）	 鈴木　善幸
	 	 技 能 職 員（兼）	 平塚　豊一
	 	 再雇用職員（兼）	 細田　孝春
　　（川渡陸域部）
　　環境基盤整備科
	 	 科長（技術専門職員）	 中鉢　　広
	 	 環境整備係長（技術専門職員）	遊佐　良一
	 	 生産基盤係長（　　	〃	　　）	遊佐　健司
	 	 機械整備係長（　　	〃	　　） 狩野　　広
　　環境農林科
	 	 科長（技術専門員）	 八嶋　康広
	 	 農産係長（技術専門職員）	 鈴木　和美
	 	 林木係長（兼）	 遊佐　文博
	 	 技術専門職員	 梅津　知行
	 	 　　〃	 	 宍戸　哲郎
	 	 　　〃	 	 加納　研一
	 	 技術一般職員	 高橋　佳代
　　環境福祉畜産科
	 	 科長（技術専門職員）	 渋谷　暁一
	 	 肉牛係長（技術専門職員） 千葉　　孝
	 	 乳牛係長（　　〃　　　）	 佐藤　和也
	 	 資源循環係長（　	〃			）	 丹内　正樹
	 	 技術専門職員 千葉　純子
	 	 　　〃  赤坂　臣智
　	 技術一般職員	 山本　理恵
　　教育研究支援科
	 	 科長（兼）	 	 遊佐　文博









	 	 技能補佐員  千葉　力男
	 	 			〃	 	 柴田　道雄
	 	 			〃  佐々木正勝
	 	 			〃  渋谷　昭弘
	 	 			〃  後藤　貴紀
	 	 臨時用務員  中鉢　礼子
　　（複合制御部）
　　　複合生態フィールド制御科
	 	 科長（兼）	 	 遊佐　文博
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	 　　事務部（農学研究科・農学部事務部）
	 	 事務長補佐  佐野　淳二
	 	 センター総務係長 佐々木清子
	 	 事務補佐員  高橋　秋子
	 	 　　〃  遠藤　裕子
	 	 　　〃  高橋　由紀
	 	 センター業務係長 二階堂浩信
　	 主　　　任  高橋　　實
	 	 事務補佐員  三澤りり子
　　　　　〃	 	 菊地美和子
	 	 	 	 （21.9.1 採用）
	 	 臨時用務員  鈴木よし子
資 生 学 ・ 生産 学講座
　（生物共生科学分野）
　	 教　　　　授 清和　研二
　	 准 教 授 陶山　佳久
ウ 応 生 学 ・ 生 学講座
　（陸圏生態学分野）
	 	 教　　　　授 佐藤　衆介
　　　	准 教 授 小倉振一郎
	 	 助　　　　教	 吉原　　佑
. 畜 学 講座
	 	 教　　授（兼）	 佐藤　衆介
	 	 准　  教　  授	 二宮　　茂
	 	 助　　　　手	 小原　　愛
. 農学研究センター・ ス 開発
　（環境システム生物学）
	 	 教　　　　授	 中井　　裕
	 	 准　 教 　授	 多田　千佳
	 	 助　　　　教	 福田　康弘
	 	 	 	 （21.10.1 採用）
　（フィールド社会技術学）
	 	 教　　　　授	 齋藤　元也
	 	 准　 教 　授	 米澤　千夏
(2)学生等
ア .複合 生産 ス
	 博士課程（後期）		 ３年	 ホスニア　スワフィー
	 	 	 	 　〃	 本間　　一
	 	 	 	 　〃	 山本　　希
	 博士課程（後期）		 ２年	 宍戸　　修
	 	 	 	 　〃　	大石　　竜
	 	 	 	 　〃	 富田　基史
	 博士課程（後期）		 １年	 丸山　紗知
　	 	 	 　〃	 松尾　　歩
	 博士課程（前期）		 ２年	 佐藤　洋介
　	 	 	 　〃	 後藤　尭行
	 	 	 	 　〃	 五十嵐　亮
	 	 	 	 　〃	 四ノ宮　徹
	 	 	 	 　〃　	後藤　尭行
	 博士課程（前期）		 １年	 秋田　和則
	 	 	 	 　〃	 柏倉　まや
	 	 	 	 　〃	 鈴木　貴恵
	 	 	 	 　〃	 蓼内さおり
	 	 	 	 　〃	 横山　美沙
	 	 	 	 　〃	 岡田　美耶
	 	 	 	 　〃	 北川　　茜
	 	 	 	 　〃　	小川　寛司
	 	 	 	 　〃　	佐藤臨太郎
	 	 	 	 　〃	 松原　立真
	 	 	 	 　〃	 村越　ふみ
	 	 	 	 　〃	 吉井　啓貴
	 	 	 	 　〃	 上野　真郷
	 学　部　学　生	 	 ４年	 増子　晶彦
	 	 	 	 　〃	 岡崎　　新
	 	 	 	 　〃	 池田　直史
	 	 	 	 　〃	 木村　久美
	 	 	 	 　〃	 中村　　慧
	 	 	 	 　〃	 渡辺　亮哉
　　　　　　　　　　　　　　　
.複合水 生産 ス
	 博士課程（後期）		 ２年	 神山　　梓
	 博士課程（後期）		 １年	 早坂　　瞬
	 	 	 	 　〃	 平瀬祥太朗
	 博士課程（前期）		 ２年	 南　　阮植
	 	 	 	 　〃	 遠藤和歌子
	 	 	 	 　〃	 川島　祐一
	 	 	 	 　〃	 遠山　裕子
ウ.複合生態フィールド
	 博士課程（後期）		 ３年	 神谷　　泉
	 	 	 	 １年	 杉原　鷹彦
	 	 	 	 　〃	 浪波　史子
	 博士課程（前期）		 １年	 谷部　勝也
　	 	 	 　〃	 渡邊　弘嗣
	 学　部　学　生	 	 ４年	 青柳　弘太
　	 	 	 　〃	 北村　あや
	 	 	 	 　〃	 中川　一郎
	 	 	 	 　〃	 早坂　昭彦
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　本誌は，附属農場において，従前の川渡農場報告（5年毎）と川渡農場運営概況（毎年）を統合し，昭和62年（第3号）
以降毎年「農場報告」として刊行してきたものであるが，平成15年 4月附属海洋生物資源教育研究センターとの統合により，
附属複合生態フィールド教育研究センターに改組されたが，今後も引き続き「複合生態フィールド教育研究センター報告」
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運営概況：基本的には，従前の運営概況と同じとし，研究実績は項目のみを掲載し，その他の部分は簡潔にまとめる。
研究論文：センター職員あるいはセンター利用の研究論文とし，原著論文，速報あるいは既報の論文のエッセンス等，価値
のある結論あるいは事業を含むもので，原則として，刷り上がり6ページ以内とする。（図表込みで原稿用紙24枚以内）
総　　説：まとまった問題の総合的紹介で，原則として刷り上がり6ページ以内とする。
解説資料：センター職員の啓発に役立つと思われる特定のテーマに関する解説，資料，トピック等刷り上がり5ページ以内
を原則とする。
投稿要領
（A）原稿作成にあたっては，ワードプロセッサーを使用し，フロッピー及びプリントアウトしたものを 2 部提出する。
（B）原則として図は墨入れしたものとし，写真は白黒とする。
（C）論文には25文字以内のランニングタイトルをつける。
（D）引用文献は，引用順に本文の最後にまとめ著者名，発行年，雑誌名，巻号，ページ数を記入する。
　　　〔記載例〕
　　　　　Kamekawa	K.,T.Nagai,S.Sekiya	and	T.Yoneyama（1990）soil	Sci.	Plant	Nutri.,36：333-336．
　　　　　田中伸幸（1988）日本土壌肥料学雑誌，59：500-503．
（E）図表を挿入する位置を本文の欄外に朱書する。
（F）研究論文については，以下のものを付け加えること。
　（1）英文のタイトルをつけること。
　（2）キーワードをつけること。
　（3）できる限り要約をつけること。
（G）投稿にあたっては，所属する責任者の校閲を必要とする。
出版権の許諾：掲載を許可された者は，複合生態フィールド教育研究センターに対して，当該論文等に関する出版権の利
用につき許諾するものとする。なお，掲載された論文等は，原則として電子化するものとし，東北大学附
属図書館ホームページ等を通じてコンピューター・ネットワーク上に公開する。
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